
在 宅 医 療 の 拡 充 を 求 め 代 表 質 問 

人口減少・超高齢社会を乗り切るためには 

「質の向上」を進める政策こそが必要です 

質 を 高 め る 1 年 に   

 平成29年の幕開けに際し、

私は「質の向上」を一つの

テーマに掲げ議会活動に取り

組む決意をしています。 

 兵庫県は人口減少局面を迎

えており、今後、たとえ合計

特殊出生率が上昇したとして

も、40年にわたって人口が減

少していくことが予想されて

います。そのような中、従来

の発想の延長線で「量の拡

大」を目指した人口の増加策

に取り組み続けていても、県

民の幸せに貢献することはで

きません。大切なことは「質

の向上」を目指した政策に発

想を展開することです。 

 つまり、人口が減少したと

しても、県民の「生活の質」

を確保する政策こそが必要で

あり、その延長線上に地域の

持続性があるのです。 

在宅医療の拡充が急務  

 さて、私は県民生活の質の確

保するために必要な政策は地

域医療だと考えています。特

に、人口減少と高齢化が同時

に進む川西市や猪名川町にお

いては在宅医療の充実は大き

な課題です。  

 既に診療所が不足している

地区がありますが、川西市や

猪名川町を含む阪神北地域で

は、団塊の世代が75歳以上に

なる平成37年度には現在の約

２倍の在宅医療が必要となる

のです。 

 このように10年後には在宅

医療への需要がピークを迎え

る中、さらに開業医の高齢化

や診療所の地域偏在が続け

ば、身近な地域で基本的な医

療さえ受けることができなく

なる可能性もあるのです。 

 私は、需要予測にとどまら

ず、具体的な目標を設定し、

地域の実情に合わせた対策に

取り組まなければならないと

考えています。 

 そこで、私は、昨年12月議

会において在宅医療の充実を

求め代表質問を行いました。 

 具体的には、介護職等との

連携、在宅医療に取り組む開

業医への支援や診療所が不在

の地域への開業支援などが必

要だと考えています。 

 本年も、地域の実情に合わ

せた在宅医療体制の整備に取

り組んでまいります。 
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【越田謙治郎（こしだ・けんじろう）プロフィール】 昭和52年9月6日生まれ（39歳） 

川西小、川西中、履正社高校を経て同志社大学法学部卒。平成14年川西市議会議員選挙に初当選し、2期8年務める。 

平成23年兵庫県議会議員選挙（川西市・川辺郡選挙区）初当選。平成24年マニフェスト大賞「優秀政策提言賞」受賞。 

平成27年再選を果たし、現在2期目。所属会派「ひょうご県民連合議員団」政調会長を務める一方、全国約800名の地方議員

が超党派で加盟する「ローカルマニフェスト推進地方議員連盟」共同代表を務める。 

太陽光発電の問題？   

 兵庫県は、再生可能エネル

ギーが普及しています。固定

価格買い取り制度の成果もあ

り、平成24年に49万キロワッ

トであった再生可能エネル

ギーの導入量は、平成27年9月

時点で150万キロワットを超え

ました。特に、太陽光発電の

普及は著しく、新たに導入さ

れた再生可能エネルギーの約

98％が太陽光発電となってい

ます。 

 一方で民間事業者が太陽光

発電施設を設置する際に、景

観・眺望上の問題が発生する

ケースや防災面から課題があ

るケースもあります。また、

周辺住民とのトラブルも起き

ています。 

 しかし、太陽光発電施設

は、建築基準法や都市計画法

で規制されておらず、たとえ

環境面や防災面で問題があっ

たとしても、民間事業者が行

う太陽光発電設置に対して従

来の規制では、県として関与

することができないのです。 

 

提案が前進。条例化へ 

 私は、昨年10月の決算委員

会において現状の問題点を指

摘し、環境影響評価条例を参

考に県独自での太陽光発電設

置に対するルール作りを提案

しました。 私の提案に対し

県当局は「条例の中でどうい

う対応が可能か、研究・検討

していく」との答弁。 

 その後、井戸知事は「太陽

光発電施設等と地域環境との

調和に関する条例」を2月定例

会に提出することを明らかに

しました。 

 具体的には、事業用地が5千

平方メートル以上の規模の太

陽光発電施設を設置する民間

事業者を対象に、独自の基準

を設けるとともに、地域住民

への事前説明や知事への届け

出を義務づけるなどの内容が

盛り込まれる見込みです。 

 私は適正なルールを定める

ことにより環境面や防災面、

地域住民に配慮した形で太陽

光発電が普及することを期待

しています。今後、議会にお

いて議論をしてまいります。 

●政策勉強会「ぷらっと」も開催いたします。 

日時：2017年2月12日（日）16:00-17:30 場所：アステ市民プラザ・マルチスペース２(アステ川西6階） 

講師：藤波匠氏（日本総研上席研究員）  テーマ:人口減少時代における地域活性化 参加費：無料 

 
【越田けんじろう事務所】 〒666-0016 川西市中央町3-7渡辺ビル2階  

                 TEL：072-757-7591 FAX: 072-744-0355   E-Mail:koshida.office@gmail.com 

提案が一歩前進。太陽光発電施設の設置に対し新たな条例制定へ 

 日  時：2017年 1月 27日(金) 14Ḳ00Ṍ15Ḳ30 
 場  所：カフェ・レガーロ（川西市湯山台２－１－２） 

 参 加 費：750円（ケーキセット代実費） 

 参加方法：参加を希望される方は前日までにご連絡ください 

わいわいミーティングは、地域の課題や皆さんのご意見などをもとに、¬わいわいºとお話をする企画です。  

お一人での参加、お友達とグループでの参加、お子様連れでの参加も大歓迎です。 
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